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「 障害を知り、サポートを知ろう 」

さいたま市高次脳機能障害者支援センター
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1 高次脳機能障害とは

高次脳機能障害とは脳の病気や、交通事故等のけがにより、脳がダメージを受けた後に起こる障害
です。脳のダメージの場所によって様々な症状が現れます。
日常生活や社会生活を送る上で困難を生じやすい一方で、外見からは障害が分かりにくく、当事者
に自覚がないことも多いため、「見えない障害」とも言われています。そのため、障害があると認識
されないままご家族が抱え込んでしまうことが多く、適切な理解と支援が必要となります。
　

主な原因となる病気やけがをチェック
□ 交通事故や転倒などによる脳挫傷　　　
□ 脳血管疾患（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）
□ 心筋梗塞、喘息等による低酸素脳症　　□ 脳炎、脳腫瘍など

高次脳機能障害についてのQ&A

Ｑ　高次脳機能障害は治るの？
Ａ　「治る」という言い方はできませんが、軽いものであれば、病気をする前と同じ状
態にまで近づくことができることもあります。状態が変わらなくても、環境を整え、
社会生活を積み重ねていくことで、過ごしやすくなります。

Ｑ　高次脳機能障害と認知症、発達障害のちがいは？
Ａ　どちらも、高次脳機能障害と同じように脳機能が関連することから症状が似ていま
す。認知症の多くは、「覚えらない」「忘れやすい」などの症状が進んでいきますが、
高次脳機能障害はよくなることはあっても悪くなることはないと言われています。
発達障害の多くが、生まれつきの脳機能の障害であるのに対して、高次脳機能障害
は、今までできていたことが、受傷を境に、急にできなくなる「中途障害」である
点が異なります。

２

子どもから大人まで
だれもがなりうる病気です

※病気やけがが原因で、それまでになかった症状が現れることがあります。
※入院中には、目立たないことも多く、診断等を受けずに退院し、家庭生活や職場等で困りごとに
　気づく場合もあります。

高次脳機能障害の主な原因
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2 症状と対応について

ダメージを受けた頭の場所や程度により症状は異なります。
また、多くの方に複数の症状が重なり合ってみられます。

３

記憶障害 □新しいことが覚えられない
□自分のしたことを忘れてしまう

□メモ帳やカレンダーを活用する
□その日の出来事を日記に書く

対応案主な症状

注意障害 □２つのことが同時にできない
□集中が続かない
□何かをする時にミスが多い

□ひとつずつ取り組む
□注意事項は目の付く所に
　書いておく

□自分で計画をたてられない
□物事の優先順位がつけられない

□時間に余裕をもって計画を
　立てる
□作業手順表などを活用する

□ちょっとしたことで腹を立てる
□その場に適した行動ができない

□イライラしたら深呼吸をする
□行動する前に誰かに相談する

遂行機能
障害

社会的
行動障害
（行動と感情の障害）

対応案

半側空間
無視

□片側の空間にある人や物、
　文章を見落としてしまう
□片側にあるものにぶつかりやすい

□片側（無視側）を意識して、
　見渡す習慣をつける

そのほかの症状

失語症 □思った言葉が出てこない
□きいた言葉が理解しづらい

□物や絵、身振り、手振りを
　利用する

□よく知っている場所で道に
　迷う

□迷った時の対処法を
　確認しておく

□道具がうまく使えない
□普段している動作でも、
　指示されるとできない

□使う道具の数を減らす
□順番、動作を図で示したり、
　矢印、色など用いて関係づける

地誌的
障害

失行症

ち   し  てき

しっこうしょう



3 症状等の経過やサポーター

病気や事故の後、急激に能力は下がりますが、その後は徐々に回復していきます。
また、その時期（ステージ）に合ったいろいろなサポーターが支援します。

いろいろなサポーター
主治医
リハビリスタッフ

ソーシャルワーカー（相談員）

ケアマネージャー
障害者生活支援センター相談員

通所機関の職員
職場、学校の先生
ヘルパーなど

区役所の支援課 * など
高次脳機能障害者支援センター
保健所・保健センター
障害者生活支援センター
地域包括支援センター

デイサービス、デイケア
就労支援施設、障害者職業センター
ハローワーク、特別支援教育相談室など

いろいろな機関

当事者会、家族会

支援の仕方や関わるサポーターは
一人ひとり異なり、オーダーメイド
の支援となります

４

理学療法士  PT
作業療法士OT
言語聴覚士  S T
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4 本人や家族を支える制度やサービス

原因となる病気や事故、症状、年齢、今後の目標などによって、どの制度を利用するか一人ひとり
異なります。

福祉や介護のサービス

□ 障害者手帳制度
□ 障害者総合支援法
□ 介護保険法
□ その他の福祉制度など

経済的な支援

□ 医療保険
□ 公的年金制度
□ 労働者災害補償保険制度
□ 自動車保険
□ その他の保険など

制度やサービスQ&A

Ｑ　退院後の生活については誰に相談すればいいの？
Ａ　入院中であれば、ソーシャルワーカー（相談員）に、退院後であれば、各区支援課*
や障害者生活支援センターなどにまずはご相談ください。

Ｑ　高次脳機能障害で取得できる障害者手帳を教えてください。
Ａ　高次脳機能障害の場合、精神障害者保健福祉手帳が対象となる可能性があります。
精神障害者保健福祉手帳は医療機関受診日から６か月後に申請が可能となります。
年齢や身体状況によって異なる手帳（身体障害者手帳や療育手帳）の対象となる場
合もありますので、くわしくは各区支援課 *にお問い合わせください。

Ｑ　高次脳機能障害になっても働けるの？
Ａ　高次脳機能障害の方でも働いている方はいます。安定した就労のためには、職場の
理解や自分の能力にあった仕事を選ぶことが大切です。就労に関して、支援してい
る機関もありますので、各区支援課 *や障害者生活支援センターなどにまずはご相
談ください。
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*「支援課」はさいたま市の場合。自治体によって担当課の名称が異なります

色々な制度が
あります



5　医療機関の役割

医療機関は、原因となった病気の診断、治療やリハビリテーション、経過観察などを行います。

診断、治療　

原因となった病気の診断、治療を行います。
また、福祉制度の利用のための、診断書の作成も行なっています。

ステージごとの医療機関での対応

①急性期：命を助ける治療を行います。
②回復期：自宅復帰後の社会参加などをめざして、身体機能や認知機能の回復を目的に診療やリハ
　　　　　ビリを行います。
③維持期：医療機関での積極的な治療は終了し、自宅や施設での生活の継続を目的に診療や経過観
　　　　　察を行います。

医療に関するQ&A

Ｑ　入院中の本人の状態や今後の見通しについて誰に相談すればいいの？
Ａ　主治医や看護師、リハビリスタッフ、ソーシャルワーカーなど身近なスタッフに聞
いてみましょう。

Ｑ　訓練すればするほど症状はよくなるの？
Ａ　認知機能の回復は年単位と言われています。筋力トレーニングのように、やればや
るほど筋力がアップするというようにはいきません。脳がダメージを受けることで、
脳は疲れやすくなっています。それに気づかず訓練ばかりすると、かえって逆効果
になることも考えられます。自分に合った訓練と休息が必要です。

Ｑ　10 年以上前に交通事故にあいました。それから、覚えられなくなったり、ミスが増
えたと感じています。自分は高次脳機能障害なのでしょうか？診断を受けることは
できますか？

Ａ　高次脳機能障害者支援センターにご相談ください。事故の前と後でどのように変わっ
ているか、一緒に整理しましょう。高次脳機能障害の可能性も考えられる場合には、
医療機関にかかることをサポートします。

６
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医療機関名 対応ステージ 住所 相談窓口 電話番号 備考急性期 回復期 維持期
埼玉県総合リハ
ビリテーションセ
ンター

〇 〇 上尾市西貝塚
148‐1 医療相談科 048-781-2222 要予約

さいたま市民医
療センター 〇 〇 さいたま市西区

島根 299‐1
地域医療連携室
医療ソーシャル
ワーカー

048-626-0011
当院に、外来・入院中の患者様のみに対応してい
ます。リハビリテーションは、外来対応しておらず、
入院中のみの対応です。

彩の国東大宮メ
ディカルセンター 〇 さいたま市北区

土呂町 1522
医療福祉相談室
ソーシャルワーカー 048-665-6111 基本的には入院患者様への対応になります。

大宮すずのきク
リニック 〇 さいたま市北区東

大成町 2－251 精神保健福祉士 048-661-7885 リハビリテーションについては、デイケアに参加される患者様のみに対応しています。

本郷脳神経外科 〇
さいたま市北区
本郷町 1100－
2

外来受付へまずは
ご連絡ください 048-652-8811

画像診断、高次脳機能評価には対応しております
が、リハビリテーション、障害者手帳の診断書作
成には対応しておりません。

西大宮病院 〇 〇
さい たま市 大
宮 区 三 橋 1－
1173

総合相談室
ソーシャルワーカー 048-644-0511

リハビリテーションについては、日常生活動作に支
障がある場合は入院での回復期リハビリ、それ以外
では外来でのフォローとさせていただいております。

自治医科大学附
属さいたま医療
センター

〇
さいたま市大宮
区 天 沼 町 1－
847

地域医療連携部
総合相談室 048-647-2111 リハビリテーションについては、原則として、入院患者様への提供としています。

さいたま記念病
院 〇 さいたま市見沼区

東宮下字西196
医療連携室
ソーシャルワーカー 048-686-3111 ̶

大宮共立病院 〇 さいたま市見沼
区片柳 1550 医療福祉相談室 048-686-7151 高次脳機能障害のみの対応はしていません。まずはご相談ください。

さいたま赤十字
病院 〇 さいたま市中央

区新都心 1－5
総合支援センター
相談支援課 048-852-1111

基本的には入院患者様のみに対応しています。診
断のみであれば外来も一部対応します。（事前に
電話でご相談ください。）

西部総合病院 〇 〇 さいたま市桜区
上大久保 884

患者サポートセン
ター 048-854-1111 リハビリテーションについては、入院患者様のみに対応しています。

三愛病院 〇 さいたま市桜区田
島 4－35－17

地域医療連携課
ソーシャルワーカー 048-866-1717 急性期脳神経外科疾患の入院患者様のみの対応となり

ます。高次脳機能障害のみの入院は対応していません。
さいたま岩槻病
院 〇 〇 さいたま市岩槻

区慈恩寺 75 医療連携室 048-793-2011 受診、入院希望の方は、まず医療連携室にご連絡ください。
※アンケート調査をもとに、リスト掲載に了解いただいた医療機関を掲載しています。市内の医療機関の状況を全て反映させたものではありません。

団体名 代表者名 連絡先 コメント

高次脳機能障害
ナノさいたま当事者会・家族会 渡部 　真喜 Eメール : kouji.nanosaitama@icloud.

com
当事者、家族のためにも、互いに支え合いながら、定
期的に当事者主体で活動しています。ご参加ください。

特定非営利活動法人
「地域で共に生きるナノ」 谷口 眞知子

℡/℻ : 048-951-1817
Eメール : nanochikatu@amail.plala.
or.jp

埼玉県の高次脳機能障害ピア・カウンセリング事業を受
託し、地域相談会等を埼玉県東部地域を中心に開催し
ています。

脳外傷友の会
「さいたま」 三上　 紀男 ℡/℻ : 0493-54-8666

Eメール : nou-tomo@cameo.plala.or.jp
脳損傷とその家族が集まって会を結成しました。研修会、
交流会を実施しています。

大宮失語症友の会 越知 　毅　
℡/℻ : 048-623-6351
Eメール : aphasia_omiya2010@yahoo.
co.jp

脳出血、脳梗塞等の後遺症である「失語症」の仲間と
家族の会です。

埼玉県若い失語症者のつどい
＆ミドル失語症者の会

原口　 良子
友井　 規幸 Eメール : saitamawakai@gmail.com 定例会を年５回。失語症者同士が、近況報告やゲーム、

歌等を通し、親交を深めることを目的に活動しています。

一般社団法人
交通事故被害者家族
ネットワーク

佐藤　 則男
児玉　 正弘

℡ : 0120-05-1575
℡ : 03-6661-1575
(10:00～18:00土日祝日も対応)

高次脳機能障害者の支援とともに、事故のより良い解決
に向けた情報提供を無料で行っています。ぜひ私共に
ご相談ください。

にん ち  き のう
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「 自分らしい生活のために 」

さいたま市高次脳機能障害者支援センター
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福祉・介護サービスのＱ＆Ａ

Ｑ　介護保険の対象となりました。介護保険にないサービスは、障害福祉サービスを使えると聞きま
　　したが、どんな障害福祉サービスが使えますか？
Ａ　就労に関するサービスなどが使えます。詳しくは各区支援課（P8）へお問い合わせください。

原因や年齢に応じた ...

4 本人や家族を支える福祉・介護サービス

ご本人の原因疾患や年齢、障害状態などによって利用できる制度やサービスがちがいます。病院の
ケースワーカーや区役所等に相談しながら、制度をうまく活用していくことが大切になります。

40歳以上40歳未満 65歳以上65歳未満

障害者手帳

障害者総合支援法

その他の疾患
外傷による脳損傷脳血管疾患

介護保険制度

▶ 障害福祉サービス  P6へ ▶ 介護保険サービス   P7へ

福祉・介護サービス

※高次脳機能障害の場合は、医師の診断書があれば、手帳がなくても受けられる障害福祉サービス
　があります。
※介護保険の対象となる場合、介護保険が優先されます。介護保険にないサービスは、障害者総合
　支援法のサービスを利用することができます。

Ｑ　高次脳機能障害で、精神障害者保健福祉手帳や障害年金などの申請をする際の診断書は精神科医
しか書けないの？

Ａ　申請時に必要な診断書を記載するのは、精神科医である必要はなく、高次脳機能障害を診察して
いる医師であれば、リハビリテーション医や神経内科医、脳神経外科医等も可能です。
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・命を助ける治療
・体の治療

・生活の安定
・就労就学への準備
・サービス、通い先の相談

・自分らしい生活
・生きがいづくり

入院 家での生活 仕事や学校、地域生活 ...

急性期 維持期回復期ステージ

リハビリスタッフ

ソーシャルワーカー（相談員）

主治医 ケアマネージャー
障害者生活支援センター相談員 通所機関の職員

当事者会、家族会

職場の人たち、学校の先生

ヘルパー

障害者総合支援法

介護保険法

障害者手帳制度

障害年金

医療保険

自立支援医療

傷病手当

労災 *・自動車保険など * 労災：労働者災害補償保険制度

ステージにそった ...
いろいろな支援制度 おおむね

6 ヶ月
おおむね
1 年 6 ヶ月

※児童福祉法（18 歳未満）などそのほかの福祉制度を使うこともあります

区役所の支援課
高次脳機能障害者支援センター
シニアサポートセンター、居宅介護支援事業所
障害者生活支援センター、相談支援事業所
保健所・保健センターなど

デイサービス、デイケア
就労支援施設、障害者職業センター
ハローワーク、特別支援教育相談センターなど

いろいろな機関・サポーター ※各機関の名称は自治体によって
　異なる場合があります

3 高次脳機能障害支援の流れ

病気や事故から数か月たつと、病院での医学的治療やリハビリテーション中心の時期から、社会復
帰に向けて福祉サービスや介護サービスの検討をしていく時期にうつっていきます。

相談先がわからないときは ...
「さいたま市高次脳機能障害者
支援センター」へ（P12）

・リハビリ
 テーション
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れんけい もんだいかいけつ

そうだん

6 介護のサービス

介護が必要な方の生活を支える制度があります。

　介護保険法

相談先

対象者 65 歳以上の方または、40 ～ 64 歳で特定疾病（脳血管疾患など）が原因で要介護認定を受けた方　

各区高齢介護課　シニアサポートセンター ( 地域包括支援センター )　...P11

費用の 1 割負担（一定以上の所得者の場合は２割又は３割負担）　
所得や１か月の利用料に応じた軽減措置あり　介護度に応じた限度額あり費用

家での生活を支える
・訪問介護
・訪問看護
・訪問リハビリ
・ショートステイ
・車いす、ベッドのレンタル
・住宅改修

サービスや支援機関（例）

介護のサービスＱ＆Ａ

Q　ケアマネージャーってどうやって探すの？
Ａ　シニアサポートセンターや各区高齢介護課（P11）で居宅介護支援事業所のリストをもらって探すほか、
　　かかりつけ医や介護関係の事業所などに紹介してもらうのも一つの方法です。

生活リズムを整える
・デイサービス
・デイケア

新しい生活の場を考える
・グループホーム
・特別養護老人ホーム
・老人保健施設
・有料老人ホーム
・サービス付き高齢者住宅

※介護や支援等が必要と認定された方が使える制度です。

適切な介護サービスを受けられる
ようにコーディネートをします

ケアマネージャー

Ｑ　シニアサポートセンターってどんなところ？
Ａ　介護が必要な方などのサービスや医療等に関するさまざまな相談を受け付けています。各センター

では、専門知識を持ったスタッフが連携して、問題解決のお手伝いをしています。

とくていしっぺい ようかい ご にんてい

5 障害福祉のサービス

障害のある方の生活を支える様々なサービスや支援機関があります。

相談先

対象者 障害者手帳を持っている方
診断書等により精神障害（高次脳機能障害等）の診断を受けている方

各区支援課　各区障害者生活支援センター ...P8

費用 費用の 1 割負担
世帯の所得に応じて月額の上限額の設定あり

家での生活を支える
・居宅介護（ホームヘルプ）
・ショートステイ
・住宅改修

新しい生活の場を考える
・施設入所支援
・グループホーム

就労に向けた支援を受ける
・就労移行支援
・就労定着支援
・就労継続支援 A 型
・障害者職業センター
・ハローワーク

就学・復学に関する相談をする
・学校（特別支援教育コーディネーター等）
・特別支援教育相談センター

生活リズムを整える
・就労継続支援 B 型
・生活介護
・自立訓練　
・放課後デイ ( 小・中・高校 )

サービスや支援機関（例） ※障害者総合支援法の他にも、児童福祉法（18 歳未満）や
　障害者手帳をもつことで受けられるサービスがあります

余暇を楽しむ
・地域活動支援センター
・移動支援

障害福祉のサービスＱ＆Ａ
Ｑ　手帳を取得するメリットは何ですか？
Ａ　就職の際の障害者雇用枠への申込み、バス運賃や公共施設使用料等の割引、各種税金の優遇など
　　があります。また、手帳の等級により、手当や医療費の一部負担金の支給等もあります。くわ
　　しくは各区支援課（P8）へお問い合わせください。

障害者総合支援法 ※障害のある方の日常生活又は社会生活を支援するための制度です。

サービスを
組み立てます

相談員

Ｑ　就学や復学するには何が大切なの？
Ａ　学校や家庭でどのような配慮や支援が必要なのか、病院の主治医やケースワーカーと相談し、
学校（特別支援教育コーディネーター等）や特別支援教育相談センターと連携して支援体制を
作ることが大切です。

わり ふたん

し えんたいせい

しょうがい しゃ  こ ようわく

しゅうがく ふくがく
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